
はだの議会だより 平成 27 年（2015 年）５月10 日（日）  第 216 号〘2〙

分
娩
業
務
を
休
止
す
る
。
再
開
に
向
け

た
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
医
師
確
保
に
対
す
る
支
援
や
方
法

に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
行

っ
て
お
り
、
秦
野
赤
十
字
病
院
と
と
も

に
分
娩
業
務
の
再
開
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
。

問　
子
育
て
応
援
出
産
支
援
金
の
目
的

お
よ
び
対
象
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
出
産
直
後
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
目
的
と

し
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
出
生

し
た
新
生
児
を
対
象
と
す
る
。

問　
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
を
訴
え
、

他
市
か
ら
秦
野
市
に
若
者
世
帯
を
呼
び

込
む
た
め
に
は
、
小
児
医
療
費
助
成
の

拡
大
や
中
学
校
完
全
給
食
を
導
入
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
小
児
医
療
費
助
成
の
拡
大
は
、
近

隣
各
市
の
状
況
や
、
国
、
県
の
動
向
を

踏
ま
え
、
子
育
て
支
援
施
策
全
体
の
中

で
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
中
学
校
完
全

社
本
社
と
交
渉
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部
と

本
社
に
解
決
を
要
請
し
て
い
く
。

四
　
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
に
つ
い

て問　
使
用
料
算
定
の
考
え
方
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
施
設
運
営
に
係
る
費
用
の
３
分
の

１
を
使
用
料
で
賄
う
水
準
を
目
指
す
。

今
後
は
、
市
民
へ
丁
寧
に
説
明
し
、
多

く
の
理
解
を
得
た
上
で
進
め
た
い
。

五
　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
へ

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
よ
り
高
い
基
準
を
取
り
入
れ
施

設
の
確
保
と
保
育
の
質
を
高
め
て
い
く
。

六
　
今
泉
地
区
の
臭
気
対
策
に
つ
い
て

問　
根
本
的
な
環
境
改
善
に
向
け
た
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
従
来
ど
お
り
、
教
育
環
境
を
改
善

し
維
持
す
る
こ
と
が
、
市
長
の
責
務
で

あ
る
。
教
育
は
、
教
育
委
員
会
が
独
立

し
た
中
で
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
。

三
　
教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
に
向
け

て問　
平
成
27
年
度
に
校
務
支
援
ソ
フ
ト

を
導
入
す
る
が
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
教
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
導
入
す
る
も
の
で
、
多
忙
化
の

解
消
に
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
る
と
判

断
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

を
学
校
に
派
遣
し
、
支
援
ソ
フ
ト
の
適

切
な
活
用
や
円
滑
な
事
務
処
理
を
図
る
。

問　
文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
、
「
公

立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
」
に
よ
る
と
、

市
内
で
は
、
上
小
学
校
が
統
廃
合
の
対

象
と
な
る
が
、
決
し
て
安
易
に
行
う
べ

一
　
平
成
27
年
度
予
算
の
基
本
姿
勢
に

つ
い
て

問　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
社
会
保

障
関
係
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
多

く
の
自
治
体
で
財
政
の
自
由
度
が
狭
ま

っ
て
い
る
が
、
本
市
の
今
後
の
財
政
運

営
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
厳
し
い
財
政
見
込
み
の
中
、
今
後

も
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
と
併
せ
て
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
と
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

二
　
出
産
・
子
育
て
の
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
は
、
秦
野
赤
十
字
病
院
を
市

民
病
院
と
し
て
位
置
付
け
、
環
境
整
備

に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
平

成
27
年
度
か
ら
、
秦
野
赤
十
字
病
院
は

一
　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問 

人
・
物
・
金
が
流
出
し
や
す
い
と

言
わ
れ
る
本
市
と
、
市
長
の
施
政
方
針

の
思
い
と
、
地
域
活
性
化
策
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
恵
ま
れ
た
住
環
境
な
ど
の
特
色
を

生
か
し
、
市
民
力
、
地
域
力
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
市
民
と
思
い

を
一
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

二
　
地
域
経
済
成
長
戦
略
に
つ
い
て

問　
公
契
約
条
例
導
入
の
考
え
と
市
内

業
者
優
先
発
注
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
公
契
約
条
例
は
、
県
の
動
向
を
注

視
し
近
隣
市
と
の
情
報
交
換
を
進
め
る
。

市
内
業
者
へ
の
優
先
発
注
は
、
市
内
経

済
活
性
化
の
た
め
確
実
に
実
施
し
た
い
。

三
　
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
業
務
停

止
に
つ
い
て

問　
実
質
的
オ
ー
ナ
ー
の
日
本
赤
十
字

一
　
人
口
減
少
社
会
に
つ
い
て

問　
平
成
26
年
５
月
、
日
本
創
成
会
議

が
人
口
減
少
に
よ
る
消
滅
可
能
性
都
市

を
発
表
し
た
。
県
内
の
市
で
は
、
三
浦

市
、
横
須
賀
市
に
次
い
で
本
市
が
３
番

目
に
消
滅
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
た
。
そ
の
要
因
を
検
証
し
、
改
善

す
る
た
め
に
、
知
識
人
や
各
階
層
の
専

門
家
を
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
幅
広
い
分
野
の
人
材
で
構
成
す
る

検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
併
せ
て
、
地
方
版
総
合
戦

略
と
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進

め
て
い
く
。

二
　
新
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
４
月
か
ら
総
合
教
育
会

議
を
市
長
が
主
宰
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

教
育
の
中
立
性
は
保
た
れ
る
の
か
。

答　
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
地
域

の
声
を
受
け
止
め
、
環
境
改
善
に
努
め

た
い
。

七
　
震
生
湖
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い
て

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
湖
の
環
境
改
善
を
図
り
、
地
域
住

民
と
共
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

き
で
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
上
小
学
校
は
、
上
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
核
で
あ
る
。
地
域
と
共
に

あ
る
学
校
づ
く
り
の
視
点
を
踏
ま
え
、

長
期
的
な
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

そ
の
他
、
格
差
社
会
な
ど
、
７
項
目

の
質
問
を
し
た
。

給
食
は
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
長

期
的
な
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
き
た
い
。

今
後
も
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
　
地
域
経
済
活
性
化
施
策
に
つ
い
て

問　
新
東
名
高
速
道
路
に
設
置
予
定
の

秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮
称
）
へ
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に

向
け
た
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
へ
の
連
結
許
可
申
請
に
必
要
な

実
施
計
画
書
の
案
に
つ
い
て
、
お
お
む

ね
所
定
の
事
項
の
協
議
が
整
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

問　
秦
野
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
高

速
バ
ス
の
充
実
は
重
要
な
要
素
で
あ
る

が
、
夜
行
高
速
バ
ス
の
新
た
な
路
線
開

設
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
名
古
屋
、
大
阪
お
よ
び
鳥
取
方
面

の
夜
行
高
速
バ
ス
の
東
名
秦
野
バ
ス
ス

ト
ッ
プ
へ
の
停
車
に
つ
い
て
、
４
月
３

日
の
開
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

四
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

問　
５
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
見
据
え
た

事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
取
り
組
み
状
況

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
か
な
が
わ
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
推
進
宣

言
を
基
に
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
団

体
の
誘
致
を
念
頭
に
、
事
前
キ
ャ
ン
プ

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
県
が
中
心
と

な
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

問　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
議
員
が
質
問
を
し
て
き

た
が
、
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
東
名
高
速
道
路
高
架
下
の
未
利

用
地
へ
の
整
備
に
つ
い
て
、
中
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
に
要
望
す
る
な
ど
、

整
備
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

消
滅
し
な
い
秦
野
市
を
目
指
し
て

民  

政  

会  

　
和  

田 

　
厚  

行

低
迷
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化
と

支
え
合
う
地
域
社
会
を
目
指
し
て

民  

政  

会  

　
古  
木 
　
勝  

久

若
い
世
代
が
定
住
し
た
く
な
る
よ
う
な

子
育
て
環
境
の
整
備
を
図
れ

新
政
ク
ラ
ブ  

　
小  

菅 

　
基  

司

　定例会初日に示された市長の施政方針に対して行う「代表質問」は、３月２日と
３日の２日間にわたり、各会派からの代表６人により行われました。
　施政方針では、ふるさと秦野の輝く未来を創造するため、「出産・子育て施
策」、「地域経済活性化施策」、「安全・安心で人にやさしいまちづくり施策」の
３つの施策が柱として示されました。これを受け、これらの施策や市長の政治姿勢
などに対する活発な議論が展開されました。

（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載）

施 政 方 針に対する

地域とともにある学校づくりを

早期分娩業務再開に向けた交渉を

高速バスの新たな路線開設の状況は

＜３月定例会で審議した議案等の議決結果＞
議 案 等 番 号 議　案　等　名 議 決 結 果
議案第 1 号 秦野市特定教育・保育及び特定地域型保育の利用者負担額等を定める

条例を制定することについて
原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 2 号 秦野市指定介護予防支援等の事業に関する条例を制定することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 3 号 秦野市地域高齢者支援センターの人員等に関する基準を定める条例を制
定することについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 4 号 秦野市行政手続に関する条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 5 号 秦野市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例等の一部を
改正することについて

原 案 可 決
（賛成多数）

議案第 6 号 秦野市手数料条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 7 号 秦野市介護保険条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第 8 号 秦野市建築基準条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第 9 号 秦野市建築審査会条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第10号 平成26年度秦野市一般会計補正予算（第６号）を定めることについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第11号 平成 26年度秦野市水道事業会計補正予算（第２号）を定めることについ
て

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第12号 平成 26年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）を定
めることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第13号 平成26年度秦野市下水道事業特別会計補正予算（第３号）を定めること
について

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第14号 平成26年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）を定めるこ
とについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第15号 平成 26年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を
定めることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第16号 平成27年度秦野市一般会計予算を定めることについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第17号 平成27年度秦野市水道事業会計予算を定めることについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第18号 平成27年度秦野市国民健康保険事業特別会計予算を定めることについ
て

原 案 可 決
（賛成多数）

議案第19号 平成27年度秦野市下水道事業特別会計予算を定めることについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第20号 平成27年度秦野市介護保険事業特別会計予算を定めることについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議案第21号 平成27年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計予算を定めることにつ
いて

原 案 可 決
（賛成多数）

議案第22号 平成26年度秦野市一般会計補正予算（第７号）を定めることについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議案第23号 平成26年度秦野市下水道事業特別会計補正予算（第４号）を定めること
について

原 案 可 決
（賛成全員）

議案第24号 秦野市副市長の選任について 同 意

議案第25号 秦野市監査委員の選任について 同 意

議案第26号 秦野市公平委員会の委員の選任について 同 意

報告第 1 号 専決処分の報告について（秦野市介護保険に係る指定地域密着型介護予
防サービス事業に関する条例の一部改正） 報 告

報告第 2 号 専決処分の報告について（秦野市介護保険に係る指定地域密着型サービ
ス事業に関する条例の一部改正） 報 告

議提議案第1号 折口隆二郎議員に対する辞職勧告決議について 原 案 可 決
（賛成多数）

委員会提出議案第 1号 秦野市議会委員会条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

…市長が新年度の市政運営の基本方針として、施策の方向性や、主な事業の取り組みを示すものです。施政方針


